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「空のように広く、蔵王のようにたくましく」
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ボ
ー
f
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
『
第
九

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
』
が
、
ぺ
月

二
日
か
ら
六
日
ま
で
、
南
蔵
王
山
麓

の
自
萩
地
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
．
．

『
自
然
と
創
造
』
「
空
の
よ
う
に
広
ー

蔵
王
の
よ
う
に
た
く
ま
し
，
、
」
の
テ

ー
マ
の
も
と
外
国
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
を
含
め
て
約
三
万
八
が
藁
い
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮
城
連
盟
自
石

第
一
団
か
ら
も
ス
カ
ウ
ト
代
表
が
参

加
し
ま
す
。

　
同
地
内
に
お
い
て
第
八
回
日
本
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
（
昭
和
5
7
年
）
、
第
一
回

シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト
大
会
（
昭
和
5
9
年
）

が
開
か
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
に
よ
り
目
的
を
達
成
し
、

無
事
終
丁
い
た
し
ま
し
た
、

　
9
N
J
に
は
、
参
加
ス
カ
ウ
ト
全

員
が
ア
リ
ー
ナ
に
集
ま
っ
て
の
全
体

行
事
（
開
・
閉
会
式
、
シ
ャ
ン
ボ
リ

ー
大
集
会
）
と
、
自
主
的
に
参
加
す

る
た
め
に
主
催
者
が
準
備
す
る
二
十

三
種
目
の
選
択

フ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り

ま
す
。
．

　
日
程
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

．
・
実

⑱
見
学
で
き
る
時
間

　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

（
鞍
牡
難
篠
の
あ
る
日
）

㊤
会
員
章
に
つ
い
て

　
会
員
章
の
な
い
人
は
入
場
で
き
ま

せ
ん
。
会
員
章
は
市
役
所
の
市
民
課

窓
口
、
観
光
案
内
所
（
自
石
駅
前
・

臼
石
蔵
王
駅
内
）
、
会
場
入
口
案
内
所

で
一
個
百
五
十
円
で
頒
布
し
ま
す
。
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全体行事

翌日
8！’7㈲

撤営
環境整備

環境整備

O
見
学
者
の
交
通
規
制

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
関
係
の
見
学
団

も
た
く
さ
ん
来
場
し
、
交
通
が
混
雑

し
ま
す
の
で
一
方
通
行
な
ど
の
規
制

を
し
ま
す
．
．
な
お
市
内
か
ら
会
場
行

き
の
臨
時
バ
ス
が
で
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
自
家
用
車
で
釆
場

し
て
も
、
駐
車
場
は
場
外
と
な
り
、

徒
歩
ま
た
は
臨
時
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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9NJ日程表
第2El　　第3日　　第4日　　第5日

8／31日）　8／4（月1　8／ご5（火｝　8！〆6㈱

　当番起床
　全員起床　点検　　講評　　朝礼一一一一一・
　中央手昌揚ノεレード

第1日
8／2臼目

剛　日

81鴎

時　刻

床
床
食
揚

起
起
　
掲

係事
員
　
旗

炊
全
朝
国

0
0
0
0

5
6
　
7
　
8

選択プロ

グラム

宗教儀礼選択プロ

グラム

選択プロ

グラム

営砥開　場式

設　　営

9：00
　　5

1：00

食昼歓←一一一一一交食
憩

貸
休

12100

環境整備選択プロ

グラム

11選択ブロ

グラム

了完営設

営設
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隊交歓営

火

夕　　　食

派遣団到着

元　　　　1
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0
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910
』
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灯1肖

議会長班

灯消

0
　
　
　
0

●
場
内
に
お
け
る
注
意
事
頂

m
会
場
内
に
は
主
要
道
路
が
あ
り
ま

す
が
、
運
営
の
た
め
の
車
両
や
臨
時

バ
ス
な
ど
が
運
行
し
ま
す
。
徒
歩
で

見
学
す
る
と
き
は
、
運
営
本
部
員
の

指
示
に
従
い
、
交
通
安
全
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

⑳
会
場
内
に
は
簡
易
水
道
な
ど
の
諸

施
設
が
あ
り
、
こ
の
近
辺
に
は
立
入

禁
止
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
案
内
標

識
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

“
野
外
仮
設
ト
イ
レ
も
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

候
『
般
食
堂
や
記
念
品
な
ど
の
売
店

も
出
店
す
る
予
定
で
す
。

㈲
入
口
案
内
所
で
会
場
案
内
図
が
配

布
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
諸
解
説
や

注
意
事
項
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
注

意
事
項
を
守
り
、
快
適
な
見
学
と
な

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。大会シンボルマーク
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獲

　
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
記

念
し
て
、
白
石
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

友
の
会
で
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日

本
連
盟
の
協
力
を
得
て
三
種
類
の
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
発
売
中
で
す
。

　
な
お
、
売
上
金
の
一
部
を
市
の
福

祉
施
設
に
寄
附
す
る
予
定
で
す
。

◎
価
格
　
一
セ
ッ
ト
（
三
枚
台
紙
つ
き
）

　
　
　
　
二
千
円
、
一
枚
七
百
円
。

　
N
T
T
白
石
電
報
電
話
局

　
自
石
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
友
の
会

　
　
　
　
　
　
電
話
五
－
一
五
〇
〇

　
　
す

日開通24森合雁狩橋線（一部）7月

　
臼
石
市
都
市
計
画
に
よ
る
街
路
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
八
年

度
に
着
工
し
た
森
合
雁
狩
橋
線
の
一
部
が
七
月
二
十
四
日
開
通

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
交
通
路
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

至
仙
台

電
勧
魯

森合雁狩橋

／

薯
薪

畜
雁狩橋

糠．

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
へ

電
話
五
1
↓
一
一
一
一

　
　
（
内
線
二
三
】
二
一
三
二
）

斎
川

　　　　　至
　　　　　仙
　　　　　台

　　　　」し⊇し⊇　しろいし駅

　　　　　　　　　　　　　白石第二　　　線
　　　　　　　　　　　　　　小学校

　　　　　　　　　　　慧／蚕

審
鳶
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市
の
財
政
事
情
や
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
二
回
「
市
の
財
政

状
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
六
十
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日

か
ら
今
年
三
月
三
十
『
日
ま
で
）
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ノ出歳

予算現額　81億7，813万6千円

支出済額　73億4，605万6千円

執行率　　89．8％1億5，544万5千円（97，1％）

　
ヌ
ラ

安
．
％

算
率

　
行

予
執

602万9千円　（0％〕

2，710万円（41．9％）

5，834万8千円（94．1％）

1億6，850万5千円（98．9％〕

2億5，563万7千円（91．0％）

6億9，104万7千円（98．4％）

7億5，800万2千円（100％〕

9億5，528万8千円（74，2％）

11億4，190万4千円（97．0％）

12億4，076万7千円（97．2％〕

13億4，473万5千円（ア9．9％）

13億7，532万9千円（79，9％）

計

その他

災害復旧費

労働費

商工費

議会費

消防費

衛生費

公債費

農　林
水産業費

民生費

総務費

土木費

教育費

会

14（億）1312111098765432

昭和61年3月3！日現在
　　　　（単位：千円

昭和60年度特別会計の予算執行状況

患歳入歳

予算残額支出済額来収入額収入済額言周定額

予算現額会計別

295．3041．651．197211．0571、685．1501．896、2071．946．501国民健康保険

1．30911．65996312．54413．50712．968簡易水道事業

199、675261．9140260、394260．394461．589下水道事業

88438．599038．27638、27639、483地方卸売
市場事業

121．6661、267、434o1．293．0621．293．0621．389．100老入保健

1

618．8383．230．803212．0203．289．4263．501、4463、849．641計

o

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

4

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
は
、
市
が
自
主
的
に
使

え
る
大
切
な
お
金
で
、
市
の
財
政
運

営
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳

入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
十
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

般

駅
年
度

下
半
期

その他
分担金及び

負担金
使用料及
び手数料
自動車取得

税交付金

地方譲与税

財産収入

繰越金

市　債

諸収入

国・県
支出金
地方交付税

市　税

3，52ア万9千円（100％）

8，412万6千円（97．3％）

9，728万1千円（106，7％）

9，735万6千円（100％）

1億1，905万3千円（56．5％）

1億5，659万2千円（99．3％）

予算現額　81億7，813万6千円

収入済額　71億5，121万6千円

収入率　　87．4％

2億1，920万2千円（100％）

入歳

日　　予算額
　　収入率（％）

4億9，340万円（6．0％）

6億6，230万6千円（89．5％）

12億7，075万5千円（69．1％）

23億2，427万3千円（100％〕

26億1，851万3千円（98．0％）

012345678（億）2726252423222120191817161514131211109

　
］
方
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
は
二
十
三
億
二
千
四
百
二

十
七
万
三
千
円
で
二
十
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
公
共
事
業
、
そ
の
他
国
や

県
か
ら
た
の
ま
れ
た
仕
事
に
対
す
る

国
・
県
支
出
金
が
十
二
億
七
千
七
十

五
万
五
千
円
で
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
結
局
、
市
の
歳
入
の
う
ち
五
十
三
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
十
三
億
二
千

五
百
七
十
万
八
千
円
が
国
な
ど
に
頼

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
都
合
で
き
な
い
分

は
、
市
債
を
起
こ
し
て
借
金
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
四
億
九

千
三
百
四
十
万
円
で
す
。

　
本
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に

学
校
施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

財
政
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
市
で
は
経
費
の
節
減
を

は
か
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市

債
で
手
当
す
る
な
ど
苦
し
い
や
り
く

り
を
し
、
歳
出
に
見
合
う
財
源
の
確

保
に
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昭和60年度一般会計歳出予算に
計上した主な事業及び事業費　（単位：千円

事業費

65、229

　事業名
都市計画街路

事業費

658．361

57．071農業施設整備371．046

事業名
仙南広域行政事務

組合負担金
中学校用地取得造成

49．269新林業構造改善329．911備整道市

46．918農村地域整備開発促進304．619特別会計繰出金

40．230小・中学校補修工事302．979土地区画整理

33．705備整場圃113、260公営住宅建設

27．879林浩
～行市101、199

27．1001日復害災190．998

25．776橋梁河川整備79．020

水田利用再編対策

一市二町組合負担金
補助金・出資金

臼石川緑地
8、491農村総合整備モデル73．491査調籍地
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ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

⑦

　
　
　
み
や
　
ぎ
　
お
お
　
が

讐
奨
繕
郵
鶏
轡
［
2

　
昭
和
犯
年
－
月
大
賀
㈱
白
石
工
場

と
し
て
現
在
地
で
紳
士
服
の
縫
製
加

工
を
始
め
、
54
年
に
独
立
し
現
在
の

社
名
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
一
般
に
は
、
「
宮
城
大
賀
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
㈱
」
と
い
う
よ
り
も
「
キ
ン
グ

タ
イ
ガ
ー
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
キ
ン
グ
タ
イ
ガ
ー
」
と
は
、

社
長
の
名
字
「
大
賀
」
が
「
た
い
が
」

と
も
読
ま
れ
、
「
大
」
は
キ
ン
グ
に
も

通
じ
る
こ
と
か
ら
「
大
賀
」
を
も
じ

っ
て
紳
士
服
の
ブ
ラ
ン
ド
名
に
し
た

そ
う
で
す
。

　
設
立
当
時
か
ら
紳
士
服
の
既
製
服

を
専
門
に
つ
く
り
販
売
し
て
き
ま
し

　　　　膨識・
朋購鐸㈱響醗》，・

た
が
、
3
年
前
か
ら
、
イ
ー
ジ
ー
オ

ー
ダ
ー
方
式
に
よ
り
、
生
地
を
選
ん

で
も
ら
い
、
客
の
体
に
フ
ィ
ッ
ト
し
、

型
く
ず
れ
し
な
い
製
品
を
短
時
間
で

仕
上
げ
納
品
す
る
単
サ
イ
ク
ル
制
を

確
立
し
ま
し
た
。

「
早
く
仕
上
げ
て
も
品
質
は
絶
対
落

と
せ
な
い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、

社
員
の
努
力
で
自
慢
で
き
る
製
品
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来

は
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
専
門
に
し
て
、

お
客
さ
ん
の
二
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
宮
川
工
場
長
。

　
従
業
員
数
は
一
〇
三
名
で
女
子
が

そ
の
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
社
内

に
は
ブ
ラ
ン
ド
名
に
ち
な
み
「
虎
の

子
会
」
と
い
う
親
睦
会
が
あ
り
、
お

花
見
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
旅
行
、

忘
年
会
な
ど
を
企
画
立
案
し
社
員
相

互
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
製
品
は
主
に
、
東
京
や
仙
台
の
有

名
デ
パ
ー
ト
に
納
品
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
縫
製
加
工
技
術
を
か
わ

れ
、
関
西
方
面
か
ら
の
特
殊
生
地
の

加
工
も
手
ガ
け
て
い
る
宮
城
大
賀
ケ

ロ
ー
W
ン
ン
ブ
．
）

　
よ
り
よ
い
製
品
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
・

市

　
5
月

22

日
術
　
仙
台
藩
サ
ミ
ッ
ト

　
前
日
来
白
さ
れ
た
登
別
市
の
中
浜

市
長
が
、
市
役
所
に
お
み
え
に
な
り

昼
食
後
、
サ
ミ
ッ
ト
会
場
へ
と
同
行

す
る
。

　
本
県
か
ら
は
、
仙
台
市
・
白
石
市
・

角
田
市
二
旦
理
町
・
岩
出
山
町
、
北

海
道
か
ら
は
、
札
幌
市
・
室
蘭
市
・

登
別
市
・
伊
達
市
・
臼
老
町
・
当
別

町
・
栗
山
町
が
出
席
し
た
。
こ
れ
ら

の
各
市
町
は
、
明
治
維
新
後
に
仙
台

藩
士
が
渡
道
し
、
開
拓
し
、
現
市
町

の
礎
を
築
い
た
と
い
う
歴
史
的
な
関

係
に
あ
る
。
互
い
に
情
報
を
交
換
し
、

交
流
を
深
め
て
今
後
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
に
音
心
志
の
一
致
を
み
た
．
・

26

日
㈱
・
2
7
日
㈹
登
別
市
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遜

q
・

籍
　　　　　『　　罵『’、』
　　、　　『

　　、　　 1
　　　甲　・

1

　　　　　　

ず「

▲市長相談日（6月18日）

　
登
別
市
の
中
浜
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、
民
間
団
体
な
ど
の
交
流
の
推
進

組
織
が
両
市
に
結
成
さ
れ
た
の
で
、

へ
7
後
民
間
交
流
の
活
発
化
が
み
こ
ま

れ
、
そ
れ
に
併
行
し
て
行
政
サ
イ
ド

の
交
流
も
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
を

確
約
す
る
。

　
登
別
市
の
観
光
事
業
・
地
熱
利
用

事
業
の
推
進
、
企
業
・
大
学
誘
致
な

ど
の
話
を
う
か
が
い
、
実
情
を
目
の

当
た
り
に
し
、
感
銘
を
新
た
に
す
る
一
、
．

29

日
内
・
3
0
日
㈹
　
上
京

　
日
本
土
地
区
画
整
理
協
会
、
日
本

公
園
緑
地
協
会
の
総
会
が
開
か
れ
る
。

緑
地
協
会
で
は
、
白
石
川
河
川
敷
公

園
整
備
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
河
川
局
坂
本
河
川
緑
地
課
長
が
、

主
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
て
い
た
の
で
、

こ
れ
幸
い
と
四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ

ク
整
備
の
事
業
費
の
追
加
を
陳
情
す

る
。
総
会
の
席
で
ま
で
陳
情
さ
れ
て

課
長
も
ち
ょ
っ
と
へ
き
え
き
し
て
い

た
よ
う
だ
が
、
結
果
は
悪
く
な
さ
そ

う
で
あ
る
．
）

　
6
月

4
日
伽
・
5
日
内
　
全
国
市
長
会

　
本
市
か
ら
の
案
件
で
あ
る
「
公
立

掌
校
施
設
整
備
に
伴
う
用
地
取
得
事

業
に
対
す
る
助
成
措
置
の
改
苦
に
っ

い
て
」
が
、
宮
城
県
市
長
会
・
東
北

市
長
会
を
経
て
、
全
国
市
長
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
．
．
本
件
の
改
善
点

は
、
過
大
規
模
校
分
離
の
た
め
の
用

地
取
得
の
場
合
に
は
児
童
生
徒
急
増

地
域
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
特

別
整
備
事
業
費
補
助
金
を
交
付
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
学
校
整
備
事
業
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
祈
る
。

9
日
㈲
　
第
二
百
十
九
回
白
石
市
議

　
　
　
会
定
例
会
開
か
る

　
新
収
入
役
に
鈴
木
萬
氏
の
選
任
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る
。

　
市
財
政
の
き
び
し
い
お
り
、
氏
の

手
腕
に
期
待
す
．
．

17

日
㈹
　
市
議
会
定
例
会
終
る

　
畜
産
団
地
造
成
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
議
会
か
ら
厳
し
い
決
議
が
出

さ
れ
た
。
畜
産
農
家
の
育
成
は
本
市

農
業
政
策
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
大
前
提
の
も
と
に
、
市

と
し
て
も
深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て

実
態
を
把
握
し
、
趣
旨
に
添
う
べ
く

対
処
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

18

日
㈱
　
市
長
相
談
日

　
前
回
の
相
談
日
は
、
周
知
が
遅
れ

空
振
り
同
様
に
終
っ
た
が
、
今
回
は

ま
さ
に
千
客
万
釆
で
あ
っ
た
。
市
の

行
政
の
よ
う
な
大
き
な
視
野
か
ら
は

気
づ
か
な
い
で
い
る
が
、
な
る
ほ
ど

す
る
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間

題
も
多
い
。
直
ち
に
各
課
に
指
示
し

返
事
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

6
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蔵ン瀬陵、

　嘉　 ，　務

　　　〆鋤
た」（5月25目白一小運動会）　▲大野孝雄（孫樹春）さん表敬訪問（6月12日）

事
ン
繕

β
怯
議
、雛醸、、．1」、、．、

▲「スイガラのポイ捨てしないでネ！ノ」（6月10日環境週間行事）

、争蓄・』ジグ翻・』繍浦1メ

、よ．1計声・一呵『一　　　　　　　　　　一＿焉
▲rどうやって極るの？、（6月4日大鷹沢、』、ア支ナ。農園）

▲深谷西区下集会所完成（お地蔵さまもほこらしげ…）

▲「本命の○○が逃げにかかりました」（5月25目白一小莚

疑一～乏遼醤晶・早堰一

、ド即轡調屑
　　　　∠ゼ噴』・〆・塾　 畢

▲「あっ、いたぞ．グ」（6月6日斎川小コイつかみ）

心～〉　　　　滋　1　▲翼

『
脚
鱒
降

豪
鋭
管
裁
．

》

鳳

　
　
　
ぴ
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㌧

ン
庵

　
Ψ
「

《
㌧

ず
　
轟

髄

　
　
　
・
ー
L

・　
　
　
蓼

1燭
ず
ー
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さ
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て

　
こ
｝
　
潔

球騰
露

．
冒
1
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藁
月

！
6

“
愚
．

レ鯉璽
▲防災訓練（

隔i醸
糞

か

》
～

f

調
．
、
煽

▲「あら、この花いいわネ〃」（6月5日～8日サツキ展
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日
本
の
未
来
を
築
く
こ
の
一
票

　7月7日任期満了に伴う参議院議員通常選挙が6月18日に．6月2日衆議院解散に伴う

衆議院議員総選挙が6月21日に、それぞれ公示され、投票日が7月6日に決まりました

　なお、衆議院議員総選挙にあわせて最高裁判所裁判官国民審査も行われます。

　棄権することなく、みんなできれいな選挙を行い、大切な一票を投じましょう。

　
－
『
一
h

・
「
、
享
玩
が
一
．

、
　
一

　
今
回
使
用
す
る
選
挙
入
名
簿
は
、

そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
基
準
日

は
六
月
十
七
日
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
基
準
日
は
六
月
二
十
日
現
在
調

整
で
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
要
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日
本
国
民
で
昭
和
四
十
一
年
七
月

七
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
7
庄
所
要
》
t

　
（
山
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
十
七
日

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
昭

和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
引
続
き
居
住
し
て
い
る
方
．
．

、
ぜ
攣

、

　
②
臼
石
市
内
か
ら
転
出
し
て
四
カ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

　
一
㌧
噸
　
∴
即

　
市
内
三
十
七
投
票
区
投
票
所
で
投

票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
変
更
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
．

　
臼
石
第
二
投
票
所

　
　
　
自
石
・
市
立
臼
石
第
一
小
学
校

　
臼
石
第
六
投
票
所

　
　
　
　
郡
山
農
業
研
修
セ
）
ダ
ー

　
福
岡
第
六
投
票
所

　
　
三
住
地
区
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
五
月
一
日
以
降
に
転
居
さ

れ
た
方
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
『
　
、
ヌ
「
〕
』
「
」
〕
U
ヨ

　
七
月
六
日
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

罪
壷
』藁

＝

　　｝　1塁

惣彗銅

轟鐸
．

㍗
覧

　　　　眞
　　　臨　　　、㌧　　　、、　　“㌔　　．v　“
岡

後
六
時
ま
で
で
す
が
、
福
岡
第
六
、

第
七
、
第
八
及
び
小
原
第
六
投
票
所

は
午
後
四
時
ま
で
、
福
岡
第
二
、
第

十
及
び
小
原
第
一
投
票
所
は
、
午
後

五
時
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ
と
な

り
ま
す
、

　
マ
ス
ハ
曝
β
F

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
　
一

枚
の
ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
お
持
ち

下
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
め
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投

票
所
に
て
受
付
け
に
申
し
出
て
！
、
だ

さ
い
、
）

　
▽
丁
学
ゼ
～
萄
㌧
竺
↑
芋

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
当
日
投
票
所

に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
は
、

次
の
期
間
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
に
入
場
券
と
印
鑑
を
も
っ

て
、
市
役
所
西
側
健
康
セ
ン
タ
ー
内

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
．
p
．

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
六
目
十
八
日
～
七
月
五
日

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　
六
月
二
十
一
日
～
七
月
五
日

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
　
六
月
二
十
八
日
～
七
月
五
日

　
不
在
者
投
票
で
き
る
事
由

　
（
由
）
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で

職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合

　
⑫
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
含

　
（
融
）
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り

選
挙
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

　
一
門
　
嘩

　
開
票
は
、
翌
日
の
七
月
七
日
偲
八

時
三
十
分
よ
り
、
白
石
市
民
体
育
館

大
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
．
、

比例代表選挙
〔旧全国区｝

　白　　色

　　・騒

政党の名称
　または
略称を記入
してください

8

　更　園

参議院議員通常選挙

巽挙区選出選挙
　（旧地方区）

　うすい黄色

　　「璽・

候補者個人名

を記入してく

ださい。

愴半
査
色

裁
斬
義

辮
民
ね

高
国
銀

最

罷免を可とする裁
判官の上欄に×印
を記載。

罷免を可としない
裁判官には何等の
記載をしない、

衆議院議員総選挙

（宮城県第一区1

　うく“いす色

　　　鷹レ

候補者個へ名

　を記入して1
ださい．、

㊥
麟
8
⑫
鳴

」
　
『

嵐ノ
八島とし子さん（大鷹沢）

【
材
料
M
　
（
4
人
分
）

　
た
こ
の
足
（
ゆ
で
た
も
の
）
中
く

ら
い
の
も
の
2
本
、
玉
ね
ぎ
％
コ
、

セ
ロ
リ
％
本
、
青
じ
そ
3
枚
、
に
ん

じ
ん
堀
本
、
酢
大
さ
じ
2
、
サ
ラ
ダ

油
大
さ
じ
2
、
塩
小
さ
じ
ー
、
こ
し

ょ
う
少
々
、
七
味
唐
が
ら
し
少
々
。

図
作
り
ゑ

①
た
こ
の
足
は
、
斜
め
に
薄
く
切
り

　
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
セ
ロ
リ
は
筋

　
を
と
っ
て
斜
め
に
薄
く
切
る
。

②
青
じ
そ
は
、
線
切
り
に
す
る
。

③
酢
・
サ
ラ
ダ
油
・
塩
・
こ
し
ょ
う

　
七
味
唐
が
ら
し
を
よ
く
混
ぜ
合
わ

　
せ
、
そ
の
中
に
、
た
こ
・
玉
ね
ぎ
・

　
セ
ロ
リ
・
青
じ
そ
を
入
れ
、
と
き

　
ど
き
上
下
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
一
晩

　
お
き
ま
す
。

※
冷
蔵
庫
で
一
週
間
は
保
存
可
能
。

　
＋
ッ
パ
リ
と
し
た
味
な
の
で
、
食

　
欲
の
な
い
と
き
な
ど
に
も
お
い
し

　
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
た
め
し
に
な
っ
て
食
卓

　
に
の
せ
て
く
だ
さ
い
。

料
理
は
相
性
を
大
切
に
〃
”

　
食
事
は
、
料
理
の
材
料
・
味
・
色

彩
・
硬
軟
な
ど
が
巧
み
に
調
和
し
た

と
き
、
は
じ
め
て
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
栄
養
学
か
ら
み
て
、

食
品
の
短
所
を
補
っ
た
使
い
方
が
大

切
で
す
。
こ
れ
ら
を
相
性
と
い
い
ま

す
。【

相
性
の
良
い
例
】

（
焼
き
魚
と
お
ろ
し
）
魚
は
焼
く
と

　
発
ガ
ン
物
質
と
い
わ
れ
る
ベ
ン
ツ

　
ピ
レ
ン
が
生
成
さ
れ
や
す
く
な
り

　
ま
す
が
、
大
根
お
ろ
し
は
こ
の
調

　
理
毒
を
消
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
に
削
り

　
節
）
ほ
う
れ
ん
草
は
野
菜
で
も
タ

　
ン
パ
ク
質
が
多
い
の
で
す
が
、
メ
チ

　
オ
ニ
ン
が
不
足
し
ま
す
。
削
り
節

　
は
メ
チ
オ
ニ
ン
が
多
く
こ
の
欠
点

　
を
補
う
と
と
も
に
、
お
い
し
く
感

　
じ
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

（
に
ら
・
レ
バ
妙
め
）
レ
バ
ー
の
臭

　
味
は
に
ん
に
く
の
硫
化
ア
リ
ル
化

合
物
で
消
え
ま
す
。
に
ら
、
玉
ね

　
ぎ
も
同
様
で
す
。

（
大
豆
と
こ
ん
ぶ
の
煮
豆
）

　
一
緒
に
煮
る
と
早
く
軟
ら
か
く
な

り
ま
す
。
こ
ん
ぶ
と
共
に
食
べ
る

　
と
、
タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
大
豆
と

　
の
調
和
が
と
れ
ま
す
。

【
相
性
の
悪
い
例
】

▽
天
ぷ
ら
と
西
瓜
　
日
本
人
が
油
を

　
使
わ
な
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
、

消
化
時
間
の
長
い
も
の
と
、
冷
た

　
い
も
の
の
食
べ
す
ぎ
を
戒
め
た
程

度
で
、
あ
ま
り
根
拠
が
あ
り
ま
せ

　
ん
。

▼
う
な
ぎ
と
梅
干
し
　
こ
れ
に
も
確

か
な
根
拠
は
な
い
よ
う
で
ず
。

食
べ
合
せ
が
悪
い
と
い
う
諺
に
は

暴
飲
暴
食
を
戒
め
た
も
の
も
多
い

　
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
『
医
食
同
源
』
か
ら

白石市昭和61年6月1日調査日消費生活モニター調査結果

　　備　　考
上昇品目：しょう油、

食パン、マーガリン、

ラソプ、カレーライス

下降晶目：サラダ油、

小麦粉、牛乳、プロパ

ンガス、パーマネント

料、灯油、レギュラー

ガソリン

横ばい品目二砂糖、

バター、テイッシュペ

ーパー、理髪料、軽

油、重油

対前月価格比

　　一％

　0．7

△o．2

△0．5

　0．7

　5．7

△1．0

　1．0

△1．6

　1．5

△0．2

△1，0

△1．0

△1．0

前月平均徳旛

　　279円

　　267

　　403

　　220

　　151

　　211

　　232

　　389

　　　153

　　216

5，013

　　464

1，612

5，412

1，132

1，153

　　　132

　　　89

　　　67

平均値
　　　279円

　　　269

　　402

　　　219

　　　152

　　　223

　　　231

　　　389

　　　153

　　　218

4，932

　　　471

1，612

5，400

1，113

1，135

　　　130

　　　　89

　　　　67

最低値
　　258円

　　250

　　335

　　　168

　　　150

　　　185

　　　198

　　378

　　　118

　　　150

4，738

　　450

1，500

5，000

1，050

1，080

　　　127

　　　　83

　　　　60

最高値
　　　290円

　　　300

　　445

　　　240

　　　160

　　　330

　　　270

　　410

　　　180

　　　248

5，100

　　　600

1，800

6，000

1，200

1，200

　　　135

　　　　93

　　　　70

　銘柄・規格
上白糖　　 1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　7009

薄力粉　　 1kg

並　　食　　　1袋
ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　1，000αc

カルトン入り　　2259

400枚　紙　箱　入　り

幅30cm・長さ20cm

10nf　　　　　（気体）

並　 食　一　 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド1ショートカット）

（店頭価格　　18の

（配達料込み　18召）

1　ぞ　現　 金

1　　ぞ■　現　 金

1　　ぞ　現　 金

名晶

1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラゲ油

4．小麦粉
5，食パ　ン

6．マーガリン
7．牛　　乳
8．パ　タ　ー
9．　テでソシュペーパー

10．ラ　ァ　プ

lLプロパンガス

12，カレーライス

13，理髪料
14。パーマネント料

油15．灯

16。　レギュラーカソリン

17．軽　　　　油

18，A　重　油

9



圃
“
主
婦
こ
そ
家
庭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
防
火
貢
任
者
”

」

関
　
秀
　
子
さ
ん

　
白
石
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
員
約
五
千
名
）
の
会
長
と

し
て
、
家
庭
を
守
る
主
婦
の
初
期
消
火
訓
練
の
指
導
な
ど
防
火
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
小
関
秀
子
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
▼
白
石
市
大
平
中

目
字
館
前
二
十
二
番
地
の
一
1
1
。

　
小
関
さ
ん
は
兵
庫
県
に
生

ま
れ
大
平
出
身
の
小
関
忠
男

さ
ん
と
結
婚
し
夫
妻
で
満
州

へ
渡
り
、
終
戦
の
た
め
引
き

揚
げ
て
夫
の
実
家
の
あ
る
大

平
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
戦
後
婦
人
参
政
権
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
家
庭
婦
人

は
政
治
や
経
済
に
関
心
が
薄
く
、
婦

人
の
教
養
を
高
め
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
、
ま
ず
地
元
大
平
に
地
域
婦
人

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　凌　’・　　，暇　納“｝「赫

「
、
．

　
そ
の
後
、
各
地
域
に

婦
入
会
を
結
成
す
る
よ

う
依
頼
さ
れ
、
婦
人
会

の
結
成
を
指
導
し
て
ま

わ
り
、
そ
の
結
果
、
刈

田
郡
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
が
で
き
、
宮
城
県

地
域
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
が
結
成
さ
れ
る
と

推
さ
れ
て
副
会
長
の
職

に
つ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
娼
年
、
消
防
団

か
ら
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

の
結
成
を
要
請
さ
れ
、

地
元
に
大
平
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
結
　
　
「
伊
勢
の
松
坂
い
つ
き
て
み
て
も
ぴ

成
、
5
0
年
に
各
地
区
の
婦
人
防
火
ク
　
だ
の
と
り
よ
で
ま
ち
悪
し
」
と
い
う

ラ
ブ
連
合
会
が
発
足
す
る
と
会
長
に
　
ざ
れ
歌
が
あ
る
。
三
重
県
松
坂
市
は

推
せ
ん
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
松
坂
木
綿
や
牛
肉
の
産
地
で
知
ら
れ

去
る
5
月
2
5
日
白
石
市
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
合
会
1
0
周
年
記
念
式
典
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
火

事
を
消
す
こ
と
で
は
な
く
火
を
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た

火
が
出
た
時
に
正
し
く
判
断
し
、
正

し
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
常
日
頃
か

ら
訓
練
し
て
い
ま
す
」

　
　
「
郡
部
で
の
活
動
は
活
発
で
す
が
、

旧
町
内
は
消
防
署
が
近
く
に
あ
る
と

い
う
安
心
感
か
ら
、
防
火
に
対
す
る

意
識
が
薄
く
、
ク
ラ
ブ
の
結
成
も
遅

れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
旧
町
内
で
も

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
活
発
に
活
動
す

る
行
政
区
も
み
ら
れ
、
よ
い
傾
向
だ

と
思
い
ま
す
」
と
小
関
さ
ん
。

　
現
在
は
共
稼
ぎ
の
家
庭
が
増
え
、

若
い
主
婦
が
入
会
せ
ず
会
員
の
高
齢

化
が
気
が
か
り
で
あ
り
、
悩
み
だ
そ

う
で
す
。

　
多
数
の
役
職
を
務
め
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
大
平
五
区
の
区

長
と
し
て
地
域
の
行
政
指
導
の
面
で

も
活
躍
中
の
小
関
さ
ん
。

　
「
今
は
、
暇
を
み
つ
け
て
息
子
た

ち
の
家
庭
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
孫
た

ち
の
結
婚
が
楽
し
み
で
す
」
と
ニ
ッ

コ
リ
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
町
で
あ
る
。
天
正
年
間
（
約
四
百

年
前
）
蒲
生
氏
郷
が
始
め
て
城
を
築

き
町
造
り
を
行
な
っ
た
．
．
彼
の
町
造

り
は
徹
底
し
た
防
備
中
心
の
考
え
方

で
、
町
並
み
は
不
整
頓
、
道
路
は
わ

ん
曲
し
、
見
通
し
は
き
か
ず
、
家
の

軒
先
き
も
不
揃
い

に
し
て
百
メ
ー
ト

ル
さ
き
は
見
・
え
な

か
っ
た
。
歌
の
文

句
の
ひ
だ
は
飛
弾

（
蒲
生
飛
弾
守
氏

郷
）
と
着
物
の
襲

（
和
服
の
細
く
折

り
た
た
ん
で
あ
る

折
り
目
）
に
ひ
っ

か
け
、
ま
ち
は
町

と
着
物
の
僻
（
幅

の
不
足
し
た
と
こ

ろ
に
つ
け
る
布
）
に
か
け
、
着
物
の

ま
ち
と
ひ
だ
が
含
わ
な
い
の
で
首
心

地
が
悪
い
と
、
氏
郷
の
町
造
り
を
風

刺
し
た
も
の
で
あ
る
一
．
わ
が
白
石
の

町
造
り
も
天
正
末
年
、
益
岡
城
主
に

な
っ
た
蒲
生
郷
成
（
氏
郷
の
一
族
）

の
計
画
し
た
だ
け
に
、
松
坂
や
会
津

若
松
市
（
蒲
生
氏
の
本
城
）
と
町
の

姿
が
よ
く
似
て
い
る
。
行
き
ど
ま
り

の
丁
宇
路
、
格
好
の
悪
い
十
字
路

（
中
町
・
本
町
角
）
、
弓
な
り
に
曲
っ

た
短
か
町
・
新
町
通
り
（
二
三
号

線
）
な
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
改
善
さ

れ
た
が
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
そ

れ
に
町
名
が
小
路
と
町
の
二
通
り
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
片
倉
氏
が
領

主
に
な
っ
て
か
ら
仙
台
に
ま
ね
た
も

の
。
小
路
は
侍
や
家
中
医
師
、
お
抱

え
職
人
の
居
注
区
、
町
は
町
人
・
百

姓
の
住
む
場
所
を
い
っ
た
。
仙
台
に

　
　
　
　
　
　
　
は
肴
町
、
材
木
町

　
　
　
　
　
　
　
穀
町
な
ど
魚
屋
、

⑮で
、

典型的城下町・白石

米
穀
商
、
材
木
屋

な
ど
集
団
で
住
ん

で
い
た
町
名
が
あ

る
が
、
白
石
で
は

商
業
が
そ
れ
ほ
ど

盛
ん
で
な
く
職
業

的
町
名
は
な
い
。

（
番
丁
、
鍛
冶
町

は
例
外
）
。
本
町
や

中
町
な
ど
の
町
場

も
ほ
と
ん
ど
農
民

部
分
だ
っ
た

ふ
え
て
き
た
）
。
彼
ら
は
戦
に
な
る
と

雑
兵
と
し
て
か
り
出
さ
れ
る
が
、
平

素
は
宿
場
町
の
伝
馬
役
、
つ
ま
り
人

足
に
な
っ
た
り
馬
を
出
し
た
り
し
て

旅
行
者
、
荷
物
の
輸
送
を
円
滑
に
行

な
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

斎
川
・
越
河
・
小
原
の
戸
沢
も
同
様

で
あ
る
。
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

そ
れ
も
片
倉
家
の
町
足
軽
が
大

　
　
　
（
藩
政
期
後
半
商
人
が

ノ0

イ
ド
ル

わが家のア
撮

高橋雅博ちゃん（自川内親）

　博親さん、まさ子さんの」

ママからひとこと

　㍉・っまでも丈夫な

　　　　　よい子でいてネ

川内親）

さんの長男

　
　
筆
詳
，

グ
ヂ
、
．
、

猛
夢4

，♂

な

・〆餅

逃がさないように！「こいつかみ」

　はたなか　ともひと（斎川小1年

〃

1ト11

お昼はまだかな？「たのしいえんそく」

　おおの　あきこ（福岡小1年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
，
（
臼
石
市

字
桜小路35

回
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

遠
く
注
み
久
し
く
逢
わ
ぬ
孫
達
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の

届
く
母
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

若
く
し
て
逝
き
た
る
父
と
老
い
母
の
遺
影
は
母
子
の

如
く
見
ゆ
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

送
り
来
し
荷
を
と
き
め
き
て
解
き
ゆ
く
に
嫁
の
気
く

ば
り
心
に
し
み
る
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ず
ド
れ
な
い

春
た
ち
し
雑
木
林
の
下
影
に
薄
紅
に
か
た
か
ご
の
咲

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

吾
子
よ
り
の
感
謝
の
言
葉
に
は
か
ら
ず
も
涙
あ
ふ
れ

ぬ
婚
礼
の
席
に
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

田
植
え
終
え
夫
と
新
茶
を
汲
み
乍
ら
宵
の
静
か
な
雨

の
音
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

山
々
を
水
面
に
映
し
大
倉
の
ダ
ム
の
湖
畔
は
若
葉
目

に
泌
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

老
達
と
小
坂
峠
に
併
ず
め
ば
伊
達
の
半
田
の
妹
を
思

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

昏
れ
な
ず
む
五
月
の
空
に
咲
き
盛
る
臼
き
藤
波
う
ね

る
如
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

淡
雪
の
消
え
し
狭
庭
の
水
仙
は
色
鮮
や
か
に
咲
き
初

め
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

　
　
　
　
「
評
」
」
一
首
の
な
か
に
な
が
れ
る
親
子
の
愛
情
が
美

　
　
　
く
し
い
、
母
の
日
の
贈
物
に
元
気
な
孫
達
の
姿
を
ビ

　
　
　
デ
オ
で
見
る
こ
と
の
出
来
た
作
者
は
幸
せ
で
あ
る
・

　
　
　
二
首
目
、
若
：
し
て
逝
っ
た
父
見
そ
し
て
老
い
て
死

　
　
　
ん
だ
母
の
写
真
が
並
び
飾
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と

　
　
　
母
子
の
よ
う
だ
と
笑
い
な
が
ら
も
故
人
を
偲
び
な
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　家庭内にとじこもりがちな子に

友だちを持たせ、日常生活のあり

方や、機能訓練の糸口を見つけさ

せるよい機会です。ぜひ参加させ

ましょう。

〉期日　7月24～26日（2泊3日）

〉場所　大和町吉田字童子沢21

　　　宮城県七ッ森希望の家

〉申込み　準備の都合上7月10日

　まで謄（5）2111（内線155）

　社会福祉事務所へどうぞ。

　市民歩こう会では、年間を通じ

て次のような事業を行なっていま

す。ぜひご加入ください。

◎定例歩こう運動

　　毎月　第二・第四日曜日

　　集合　6・7・8月は6時

　　　　　3・4・5・10月は6時30分

　　場所　白石市民会館前

　　歩行時間は1時間（約4km）

◎自主歩行運動

　　一日一万歩を目標に歩くこと

　　が大切です。

◎郊外歩行運動

　　年に1～2回場所、コースを

　　替えて出かけます。（実費自己

　　負担）

　会費は年間千円です。

　　　　　　白石市民歩こう会

　　　　　会長　菅沼伊一郎

〉演題

》講師

》対象

〉日時

〉会場

》主催

ノ3

「心と体の健康について」

和洋女子大教授永井信雄氏

市内の父母

7月5日（土）1時30分

自石第二小学校図書室

自石第二小学校PTA

　七ヶ宿は、古い歴史と南蔵王一

帯の緑豊かな自然に抱かれ、藩政

時代は参勤交代の大名行列、出羽

三山参りの旅人などの行き来で栄

えた宿場町です。街道沿いには脇

本陣の安藤家をはじめ、昔の面影

と伝説が残っています。

　この“山中七ヶ宿街道”を舞台

にわらじをはいた昔の旅人風にな

って約10．6kmのみちのりをゆった

り歩く大会です。

　途中では通行手形の交付や川魚、

山菜を食べたり、また茶屋でのサ

ービスを受けたりで、当時の歴史

を垣間見ることができると思います。

　昼食は広大なスキー場ゲレンデ

で．ノお楽しみ抽選会もあります。

〉日時　8月24日（日）（午前8時30

　分に七ヶ宿町開発センター集合）

＞募集人員　200名

レ会員　3，000円（弁当、わらじ、

繍働く婦人の家繰

　皆さんは、着古したワイシャッ

をどのようにしていますか。

　簡単にできます。リフォームし

てみましょう。

6テーマ　男・女用ジャンパー

。日時　7月22日（火）10時～12時

。教材費　約500円（附属品代）

。持参するもの　洋裁道具一式

　古くなった白いワイシャツ1枚

。申込締切り　7月18日（釦

　今ブームになっている『辻が花

染め』の基礎技術を講習します。

。テーマ　『辻が花染め』ハンカチ

の製作により染め方の技法を知る。

。日時　7月14日（月）9時半～3時

。教材費　実費負担

・申込締切り　7月10日休）

　詳しくは働く婦人の家へお問い

あわせください。奮5－5095

　手形、Tシャツ等）

》コース　関一安藤家脇本陣、滑

　津大滝一茶屋一峠田不動尊一七ヶ

　宿スキー場（昼食・抽選会）一関

・宿泊希望者には、民宿か旅館を

　紹介いたします。

　（1泊2食付4，000円）

・大会傷害保険付

・雨天決行、雨具の用意をお忘れ

　なく

。ソックスは、こちらで用意して

　おります。

☆お問い合わせ・申し込み

　8月9日までに往復ハガキで七

　ヶ宿町観光協会へお申し込みく

　ださい。〒989－05宮城県刈田郡

　七ヶ宿町字関126智02243－7－2111

　※ハガキには、住所、氏名、年齢、

　電話番号、Tシャツのサイズ、足

　のサイズを明記してください。

たばこは市内で買いましょう

　初めての方には協会の指導員が

指導いたします。気軽にご加入く

ださい。

　練習日　毎週火曜日

　　　　18時30分～21時

　会場白石市中央公民館
　詳しくは貿（5）1561

　卓球協会理事長大野芳雄まで

　正しいフォームで

　　楽しいテニスを！ノ会員募集中

ママさんテニスの練習日1月・水金

　9時～13時、市営コートにて

お問合せ費（6）3040　千葉富弥まで

　9人制バレーボールで“いい汗”

かきましょう。

　練習日：毎週火・金曜日

　　　　19日寺～21目寺

場所：自石中学校体育館

　申込みは豊（5）5070　高子宅へ

公民館だより

　夏季の16ミリ教材映画は、次の

とおり中央公民館に配送されます。

子ども会などにご活用ください。

なおセット以外のフィルムもあり

ますので、お問い合せください。

　申し込みは曾（4）5377・〔612453ゼ・。

　セット貸出し16ミリフィルム

サーカスっ子大ちゃん146・Cl
友　情　は　握　え　て135・C♪

わか家の好敵手141・Cl
銀‘・∫鉄道999　No．2（25・C｝

おこんしょうるり125。Cl
ひつしのような弓fオンIS・Cl
動物村の地’一　心火の用心〔16・C）

わんは：うさ　プー君の冒険ll4・C）
小　　さ　　な　　勇　　気、　の　　才勿　　言吾　【49・C》

明日に生きる（36・Cl

　　　　7月19日～7月28日

　　　7月30日～8月ア日

　　　　　　　　　　　　　　　　この時間内に使用するときは前も

　6月号でお知らせしたとおり各　　って「使用許可書」の交付を受け

地区公民館の土曜日の午後、日曜、　　次の鍵管理者から鍵を受けとり、

祝祭日の日直制がなくなりました。　　指示に従ってください。

　　　　　　　　各地区公民館鍵管理者一覧

地区館名

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

自川公民館

福岡公民館

深谷公民館

小原公民館

鍵管理者氏名

大久保善助

保科惣一郎

小室春雄
伊’藤えみ子

公
口争内堀

加賀今朝男

佐藤文三

川津親春

住 所

越河五賀字南原20

斎川字町尻南1－2

大平中目字威徳寺前24－4

大鷹沢三沢字五丁目76

白川津田字寺下9

福岡長袋字山ノ下1

福岡深谷字南沖21

小原字中北前田3－2

電話
8－2661

6－2703

5－5321

5－4753

7－2617

6－2045

4－4540

9－2031

備　　考
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U
！
†
長
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山ノ下行政区長

常　直　者

常　直　者

　　図書館
一本はあなたを待っている一

夏休みには家族そろって図書館へ

』6戦争とは”をテーマに戦争で使

われた原爆や近代兵器による被害

　影響についての記録書や写真集

・体験記・小説など、おとなから

子どもまで読まれる本を幅広く用

意してます。この夏はご家族で“戦

争とは、平和とは何か”について

話し合ってみましょう。

こミニ絵日記帳づくりと紙芝居ぐ

〉日時：7月29日（火）10時～12時

〉場所：自石市図書館

》内容：ミニ絵日記帳をつくる

　　　紙芝居

》参加対象：小学生

》定員：50名

》申込み受付：7月25日（金ぽで

》協力：臼石絵本を楽しむ会

》当日持参するもの：ハサミ、エ

　ンピツ　材料（無料）配布

お友だち、．親子でご参加ください。

“手軽に楽しい絵本づくり”

〉日程と内容

　7月22日（幻シナリオのまとめ方

　7月30日（水1本の中身作りと製本

　8月5日㈹製本・完成

9時受付、9時30分～12時講習

〉対象　小学生（親子）から一般

〉材料費　200円（実費）当日受付へ

〉申込み受付　7月17日休〉まで

初日は筆記用具持参してくださ

　い。40名で締め切ります。

　費（6）3004　白石図書館へ

〉期間：7月21日（月）～8月9日〔土）

　（日曜と7月31日（木）は休食官〉

レ時間：午前9時～午後6時
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費5－21”（代表）

〒989－02

市役所の所在地
白石市字桜小路35

国民年金

　国民年金に加入しているみなさ

ん、保険料はきちんと納めていら

っしゃいますか。

　もし、納め忘れの保険料があれ

ばすぐに納めましょう。

　国民年金制度は働く世代がお年

寄りの世代を支えていく、いわば、

世代間の助け合いの制度です。加

入者のみなさんが保険料を納める

ことによって現在のお年寄りの年

金を支えていくことになりますし、

また、自分自身の年金受給権確保

にもつながります。

　年金を受けるためには、保険料

を納めていくことが必要です。未

納のままにしておきますと、もし

ものときに、障害年金が受けられ

なくなります。

　これからの私たちの生活に年金

は欠くことのできない大切なもの

です。

　あなた自身の年金を確かなもの

にするためにも、保険料は、納付

案内書を確かめ、必ず納付期限内

に納めましょう。

　7月1日現在で、全国いっせい

に事業所統計調査が実施されます。

この調査は、統計法に基づいて行

われる調査で、全国のすべての事

業所を対象とした国の最も基本的

な統計調査の1つです。

　調査の結果は、国や地方公共団

体などにおける各種行政施策の立

案や民間における事業計画等の策

定の基礎資料として、また、事業

所を対象とする各種統計調査の基

礎資料として、多方面に利用され

ています。

　なお、衆参同日選挙の投票日が

7月6日であることから、7月9

日以降に調査員が事業所を訪問し

て、調査票への記入をお願いしま

すので、ご協力ください。

　一ふるさとの白石川で釣を一

　7月1日は、自石川のアユの解

禁日です。臼石川漁協組合では、

中新田産と琵琶湖産の稚アユを放

流しております。

※遊漁証などの問い合わせは、組

合事務所・東小路19、組合長・十

二村盛英宅貿6－2069へどうぞ。

プ5

防ごう非行！助けよう立ち直り！

　最近の少年非行は、その発生件

数において増加の一途をたどり、

その内容も家庭および学校での暴

力事件、また覚せい剤等による事

件、性的非行など衝撃的なものが

多発しており、加えて少年非行の

低年齢化が一段と顕著になってい

ます。

　私たちは、これらの事を家庭、

学校および地域の問題として無関

心でいることは許されません。

　そこで地域の青少年の健全育成

と非行化の防止につとめ、明るく

住みよい社会を築くためみんなで

行動しましょう。

レ期日　7月16日〔⑳～7月31日（和

　　　　（土曜・日曜を除⇔

　　　午後6時30分～8時30分

レ会場　臼石市役所第4会議室

〉講座内容　初級程度の手話実技

　及び聴覚障害者福祉に関する講義

〉募集人員　50名程度

》受講料　無料（受講生にはテキ

　スト配布及び参考資料実費配布）

レ申し込み　社会福祉事務所福祉係

　　　　　費5－2111（内線155）

、、！顯

1禽　、

騨　、
　　　　rチ㌔　　　自

　第219回白石市議会定例会に

おいて6月9日、元総務課長鈴木

萬氏（60才）が収入役に決まりま

した。住所：臼石市字東小路95

　N　H　K大河ドラマ「独眼竜政宗」

が来年放映されるのにあわせ、観

光宣伝用レコードを作ります。各

種会合や催事などにご利用くださ

いo

　題名　A面「白石川旅情」

　　　　清野裕子（深谷出身）作詩

　　　　B面「ああ自石城」

　歌手

　発売予定　7月21日（全国一斉）

　価格　700円

　申込先　白石市観光協会事務局

　　　　　（商工観光課内）

　1！”『ザー！・に　・1㍗』1三1，、11

　　　　　　　　1　　，・ドir『

　市の観光と物産を紹介宣伝する

ためのテレホンカード（3枚1組．

2，500円）を販売しています。

ご贈答などにご利用くだきい。

　詳い1は、白石市観光協会・観

光案内所（白石駅前・白石蔵王駅

内）へお問いあわせください。

　本年度のッベルクリン反応検査

とB　C　G接種は、健康センターを

会場に実施いたします。

　子どもの結核は最近、少なくな

ってきておりますが、これもBC

Gの効果によるものと思われます。

しかし、少なくなったとはいえ結

千代あきら（7ラウルコード専属）核、ことに結核性髄膜炎は少なか

らず毎年出ております。髄膜炎は

生命にかかわる恐しい病気です。

したがって、副作用の少ないB　C

G接種を乳児期に受けておくこと

が必要です。

　この機会に是非、受けられるよ

うおすすめします。

》対象　生後3ヵ月から4歳未満

　で、まだ一度もB　C　G接種を受

　けていない乳幼児。

》料金無料

レその他　①母子手帳を持参して

　ください。②はしか等、各種予

　防接種を1ヵ月以内に受けた方

　は受けられません。

＝日時と場所＝
地 区

越河、斎川、大平、大
癬沢、臼川、福岡、小原

臼 石

ヤソ〆ぐノレ　ク　リ　ン

注　　　身寸

7月29日（火）

ケ

ツ反測定と

BCG接種

7月31日休）

時間

10：00

～1！：00

！3：00

～14：00

場　　所

白石市健康
センター

〃

官公庁だより

　　　レ　　　　　　　　　　　r　　　　　 　　r

　　　　　　　　
　l　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　』　　　’　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　l　ゴ　　l　　　　　　　　　F　魎　・　　　　　　　　　　　　』
　　　　　　　　　白石郵便局

　6月1日から速達郵便物の配達

区域が白石市全域に拡大されました。

　この改正により、従来速達配達

区域外であった市内の鎌先、斎川、

三住などの約480世帯が速達区域

に入ることになりました。

　また、小包郵便物についても午

前中までに到着したものは、即日

配達とし、不在のため持ちかえっ

たものも当日午後5時以降に再度

配達するなど、サービスの向上が

はかられます。

愛の血液助け合い運動

7月1EI～7月31目

　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ユ　　　　　　　　ーlr閣

　　　　　　　　大河原税務署

　預貯金の利子、株式などの配当、

有価証券や金の売却による利益な

ど、財産の運用による利益には所

得税がかかります。

　これら財産の運用による利益の

中には、確定申告を要するもの、

源泉徴収だけで課税が終わるもの、

非課税となるものなどがあります。

　詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室にお尋ね・ください。

生涯教育情報提供・家庭教育相談

何か学習したいとき

ノ趣昧に生きがいを兇っけた1、｝とき

子どもの教育で困っているとき

　留（022）273－2311

名前を名のる必要はありません。

お気軽にお電話を！ノ

》相談時間　月～土曜日　午前10

　この制度は昭和39年に中小企業

退職金共済法により作られました。

この制度の特色は一般の退職金の

ように事業所をやめた時支払われ

る退職金でなく、建設業の中で働

く限り雇用期間全部を通算して支

払うという、いわば建設業界が一

体となった退職金制度です。

詳しくは曾022（263）2973

　建設業退職金共済組合宮城県支

　部（宮城県建設会館内）まで

　時～午後3時1ただし、土曜日

　は正午まで）

〉特別相談日　毎週金曜日　午前

　10時～正午まで　医師や心理学

　者などの専門の先生がアドバイ

　スいたします。

宮城県教育委員会

　設置場所　宮城県教育庁社会教

　　　　　育課

プ4



綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

カメラ・ニュース

　
　
　
隔

．
画
¢

編
、
舶

　
　
　
　
、

檬
　　　　　　　　　11

　　きれいに咲いてね〃お花さん

　　6月19日、越河保育園児たちが
越河公民館玄関わきの花壇にサル
ビァの花を植えてくれました。こ
のサルビアは、八巻一さんが大切
に育てたものを公民館の美化のた
め寄贈してくださったものです。

．公民館を訪れる人たちの目を楽し
ませてくれることでしょう。
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　婦人防火クラブ連合会
　　10周年記念式典開かる！

　6月8日、10周年記念式典が開
催され、堀内美代子、大庭よし子、
木村芳子、中川晴子各氏の永年の
功労がたたえられ表彰されました。

その後、各地区毎に自慢のアトラ
クションを披露しあいました。

　
罰
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『
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　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　肇嘘勘

　　がんばれ〃全国大会

　自石バレーボールクラブは、6
月15日村田町で開催された’86ジャ

パンクラブカップバレーボール大
会県予選で見事優勝、8月21日か
ら神戸市で開催される全国大会に
出場することになりました。ご健
昌罰をお宇斤りいたします。

　　　　　　　　 1　L

休日急患当番医
月　日

7／6
13

20
27

内 科

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238
三苧甫クリニック　（5）6854

加藤（司）医院（5）2001

外 科

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010
※都合により変更になる場合もあります。

定　例 相 談（7月分）

相談区分

市長相談

入権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高　齢　者

職業紹介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

日談相

！5

15

15

15

5・25

15

15

15

　
　
金

15

週
啄

　
毎
月

リオン

11・25
ニホン

　18

15

15

9

時　　間

10＝00～

12：00

10100～

　15：00

10100～

　15100

10100～

　15100
10：00～

　12＝00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10：30～

　15：00

10100～

　15：00

13：00～

　14：00
10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10；00～

　15100

10：00～

　15：00

場　　斯

白石市役所

1階市民室

白石市役所

2階会議室

同　　　上

同　　上
白石市役所1階
消費生活相談室

同　　上

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

内　　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇用
差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の
困りごと

60歳以上の方の職業
斡旋。来談される方
は事前に福祉協議会
5－2111にご連絡く
ださい。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売
買に関する税金、法
人の税金などの相談

買物苦情、消費生活
一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人間関係や
異性との問題等で悩
んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の
生活、職業、結婚等
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